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2020年は新型コロナウイルスにより社会経済に様々な影響が生じたほか、政

府が年カーボンニュートラル宣言を行うなど脱炭素化の流れが加速した。電

力業界は安定供給の確保に加え、再生可能エネルギーの導入拡大などへの対応

も求められている。電力中央研究所では年度､｢持続可能で社会に受容される

エネルギーシステム」の実現を目指した研究開発を推進。本特集ではその成果

から脱炭素社会実現に貢献する４件の研究事例を紹介する。

脱炭素社会実現に貢献
電
力
中
央
研
究
所
は
、

太
陽
光
発
電
の
出
力
を
確

率
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
た
。
気
象
庁
が
提

供
す
る
日
射
量
予
測
値
と

太
陽
光
発
電
の
出
力
実
績

値
と
の
統
計
的
な
関
連
性

を
利
用
し
、
日
射
量
予
測

の
不
確
実
性
を
考
慮
し
た

予
測
出
力
の
確
率
分
布
を

作
成
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

従
来
の
太
陽
光
出
力
予
測

手
法
と
比
べ
、
出
力
の
上

振
れ
・
下
振
れ
リ
ス
ク
へ

の
柔
軟
な
対
応
に
つ
な
が

る
。太

陽
光
発
電
の
導
入
拡

大
が
進
む
中
、
電
力
の
安

定
供
給
を
維
持
す
る
た
め

の
需
給
調
整
に
太
陽
光
の

出
力
予
測
が
重
要
に
な

る
。
た
だ
、
太
陽
光
の
出

力
予
測
に
は
、
天
気
の
変

化
や
雲
の
有
無
な
ど
に
よ

る
日
射
量
の
変
動
な
ど
の

不
確
実
な
要
素
や
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
設
置
位
置
な

ど
各
発
電
所
特
有
の
条
件

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
従
来
の
決
定
論
的
予

測
手
法
は
、
１
つ
の
数
値

に
定
め
ら
れ
た
日
射
量
の

予
測
デ
ー
タ
と
過
去
の
出

力
実
測
値
と
の
統
計
関
係

か
ら
計
算
す
る
た
め
、
１

つ
の
出
力
予
測
数
値
が
算

出
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
出
力

予
測
の
不
確
実
性
が
予
想

よ
り
も
上
振
れ
・
下
振
れ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
力

会
社
は
都
度
リ
ス
ク
対
応

に
直
面
し
て
い
た
。

そ
こ
で
電
中
研
で
は
日

射
量
な
ど
の
不
確
実
性
を

考
慮
し
た
出
力
予
測
手
法

の
開
発
に
着
手
し
た
。
シ

ス
テ
ム
の
開
発
で
は
ま

ず
、
日
射
量
と
太
陽
光
出

力
と
の
関
連
性
の
不
確
実

性
な
ど
を
踏
ま
え
た
太
陽

光
出
力
を
予
測
す
る
出
力

変
換
モ
デ
ル
を
構
築
し
、

気
象
庁
の
メ
ソ
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
数
値
予
報
モ
デ
ル

（
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）を
活
用
し
た

確
率
手
法
の
開
発
に
着
手

し
た
。
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
は
天
気

予
測
の
誤
差
な
ど
を
考
慮

し
、
計
算
に
用
い
る
基
準

値
に
意
図
的
に
ば
ら
つ
き

を
加
え
、
複
数
の
日
射
量

の
予
測
グ
ラ
フ
を
算
出
す

る
。
今
回
は
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
の

日
射
量
予
測
グ
ラ
フ
と
、

事
前
に
作
成
し
た
出
力
予

測
変
換
モ
デ
ル
か
ら
予
測

デ
ー
タ
を
導
き
出
し
た
。

今
回
の
シ
ス
テ
ム
で
は

エ
リ
ア
ご
と
の
太
陽
光
発

電
の
総
出
力
を
イ
ン
プ
ッ

ト
す
る
こ
と
で
、
１
０
０

種
類
も
の
出
力
予
測
の
時

間
変
化
パ
タ
ー
ン
が
算
出

可
能
だ
。
そ
の
た
め
、
例

え
ば
翌
日
の
１
０
０
あ
る

出
力
予
測
の
う
ち
、

％

が
分
布
す
る
区
間
な
ど
が

視
認
で
き
る
。
ま
た
、
出

力
予
測
の
中
央
値
や
従
来

手
法
の
予
想
デ
ー
タ
も
合

わ
せ
て
確
認
で
き
る
。
最

高
出
力
と
最
低
出
力
の
予

想
値
の
差
が
大
き
け
れ

ば
、
予
想
外
れ
の
確
率
が

高
ま
る
た
め
事
業
者
は
出

力
変
動
リ
ス
ク
を
定
量
的

に
把
握
で
き
る
。

開
発
は
２
０
１
５
年
度

か
ら
始
ま
り
、

年
度
に

は
中
国
エ
リ
ア
の
太
陽
光

発
電
を
対
象
に
フ
ィ
ー
ル

ド
試
験
を
実
施
し
た
。
出

力
予
測
を
行
っ
た
結
果
、

安
定
し
た
夏
型
の
気
圧
配

置
の
場
合
は
予
測
値
と
実

測
値
の
ず
れ
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
不
確
実
性
を
考
慮

し
た
出
力
予
測
分
布
も
大

き
な
ば
ら
つ
き
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。

た
だ
、
海
上
に
低
気
圧

が
生
じ
た
場
合
は
出
力
予

測
分
布
に
大
き
な
ば
ら
つ

き
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
気

圧
配
置
に
応
じ
て
予
測
の

信
頼
性
が
異
な
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

開
発
を
担
っ
た
電
中
研

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
シ
ス
テ
ム

研
究
本
部
の
野
原
大
輔
上

席
研
究
員
は
「
電
力
会
社

か
ら
予
測
誤
差
も
含
め
た

予
測
が
で
き
な
い
か
と
い

っ
た
要
望
が
あ
っ
た
」
と

説
明
す
る
。野
原
氏
は「
地

球
温
暖
化
対
策
に
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

拡
大
が
鍵
と
な
る
」
と
述

べ
、
「
太
陽
光
発
電
の
運

用
効
率
化
に
加
え
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
貢
献
で
き
る
よ
う
気
象

情
報
の
有
効
活
用
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
力
を
込

め
る
。

日
本
の
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
は
じ

め
、
世
界
的
に
脱
炭
素
化
の
流

れ
が
加
速
し
て
い
る
。
多
く
の

国
が
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
長
期
的
な

目
標
に
掲
げ
、
そ
の
達
成
に
向

け
て
様
々
な
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
一
方
で
、〝
ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
〞
の
具
体
的
な
姿
は
一
様
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
電
力
中

央
研
究
所
は
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
の

姿
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）１
・
５

度
特
別
報
告
書
（
Ｓ
Ｒ

）
の

基
と
な
っ
た
シ
ナ
リ
オ
を
分

析
。
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
達
成
時
の
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
�
）
排
出
・
除

去
に
着
目
し
て
、
２
０
０
以
上

の
シ
ナ
リ
オ
を
７
つ
に
分
類
し

た
。
こ
の
成
果
を
政
府
の
審
議

会
で
報
告
す
る
な
ど
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
以
降
の

政
策
議
論
に
貢
献
し
て
き
た
。

Ｓ
Ｒ

は
、
世
界
中
の
研
究

機
関
か
ら
提
出
さ
れ
た
４
１
１

の
シ
ナ
リ
オ
を
基
に
作
成
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
、

世
紀
中
に

ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
シ
ナ

リ
オ
は
２
０
５
あ
り
、
電
中
研

は
こ
れ
ら
の
シ
ナ
リ
オ
を
分

析
。
シ
ナ
リ
オ
ご
と
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
（
産
業
・
民
生
・

運
輸
）、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給（
電

力
・
液
体
燃
料
・
ガ
ス
・
熱
・

固
体
燃
料
）、
産
業
プ
ロ
セ
ス
、

土
地
利
用
な
ど
の
部
門
別
の
Ｃ

Ｏ
�排
出
量
を
精
査
し
た
。

調
査
の
結
果
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

達
成
の
ど
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ

に
お
い
て
も
、
Ｃ
Ｏ
�
排
出
量

が
プ
ラ
ス
に
な
る
部
門
と
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
部
門
が
あ
っ
た
。

「
排
出
量
が
マ
イ
ナ
ス
」
に
な

る
部
門
は
、
二
酸
化
炭
素
除
去

（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
）
技
術
が
導
入
さ
れ

て
お
り
、
排
出
よ
り
も
除

去
が
上
回
っ
て
い
る
状
態

だ
っ
た
。
Ｓ
Ｒ

の
シ
ナ

リ
オ
で
想
定
さ
れ
て
い
る

主
な
Ｃ
Ｄ
Ｒ
は
、
植
林
、

二
酸
化
炭
素
回
収
・
貯
留

（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
付
き
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
付
き

バ
イ
オ
燃
料
製
造
の
３
つ

で
、そ
れ
ぞ
れ
土
地
利
用
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
（
電
力

・
液
体
燃
料
）
の
部
門
に

計
上
さ
れ
て
い
る
。

電
中
研
で
は
、
ネ
ッ
ト

ゼ
ロ
達
成
時
に
排
出
量
が

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
部
門
に

着
目
し
、
こ
れ
ら
の
３
部

門
の
組
み
合
わ
せ
方
に
よ

り
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
達
成
時

の
Ｃ
Ｏ
�
排
出
・
除
去
の

態
様
に
は
、
７
つ
の
類
型

が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

分
析
結
果
に
つ
い
て
、

電
中
研
社
会
経
済
研
究
所

の
堀
尾
健
太
主
任
研
究
員

は
「
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を
目
標

に
掲
げ
た
と
し
て
も
、
目

指
す
姿
が
一
つ
に
決
ま
る

も
の
で
は
な
い
。
ネ
ッ
ト

ゼ
ロ
の
多
様
性
を
念
頭
に

お
い
て
、
政
策
を
議
論
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
強
調
。
「
来
年

に
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
６
次
評
価
報

告
書
の
基
と
な
る
、
新
た
な
シ

ナ
リ
オ
デ
ー
タ
も
公
開
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
我
々
も
さ
ら
に

知
見
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と

話
す
。

電
中
研
で
は
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ

に
向
け
た
シ
ナ
リ
オ
や
実
現
に

必
要
な
政
策
の
研
究
を
続
け
る

方
針
だ
。

脱
炭
素
化
の
潮
流
な
ど

か
ら
太
陽
光
を
は
じ
め
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源

の
普
及
が
拡
大
し
て
い

る
。電
力
中
央
研
究
所
は
、

電
力
系
統
で
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
再
生
可
能
エ

ネ
な
ど
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー

連
系
電
源
（
Ｉ
Ｂ
Ｒ
）
が

保
護
リ
レ
ー
に
及
ぼ
す
影

響
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
Ｉ
Ｂ
Ｒ
か
ら
供
給
さ

れ
る
電
流
が
系
統
事
故
の

際
に
保
護
リ
レ
ー
に
及
ぼ

す
影
響
を
評
価
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
２
０
２
０
年

度
に
開
発
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
、
事
故
の

種
類
に
よ
っ
て
保
護
リ
レ

ー
が
正
し
く
動
作
し
な
い

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
突

き
止
め
た
。

太
陽
光
発
電
や
風
力
発

電
は
、
交
流
を
直
流
に
変

換
す
る
イ
ン
バ
ー
タ
ー
を

介
し
て
、
系
統
に
接
続
す

る
こ
と
か
ら
Ｉ
Ｂ
Ｒ
と
呼

ば
れ
る
。
従
来
の
火
力
や

水
力
な
ど
の
同
期
発
電
機

は
、
事
故
等
発
生
時
に
電

力
系
統
の
電
圧
が
低
下
す

る
場
合
で
も
停
止
せ
ず
運

転
継
続
し
、
系
統
事
故
中

に
も
電
流
（
無
効
電
力
）

を
供
給
し
続
け
る
性
質
を

持
つ
。
Ｉ
Ｂ
Ｒ
の
導
入
拡

大
に
よ
る
同
期
発
電
機
の

減
少
に
よ
り
、
系
統
事
故

中
に
流
れ
る
電
流
の
特
性

が
変
化
す
る
。
現
用
の
保

護
リ
レ
ー
は
同
期
発
電
機

か
ら
の
電
流
の
性
質
を
利

用
し
て
動
作
す
べ
き
系
統

事
故
で
あ
る
か
を
検
出
す

る
も
の
が
多
く
、
保
護
リ

レ
ー
の
動
作
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｉ

Ｂ
Ｒ
導
入
拡
大
時
の
保
護

リ
レ
ー
へ
の
影
響
は
十
分

に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
状

況
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
電
中
研
は

今
後
も
普
及
拡
大
が
予
想

さ
れ
る
Ｉ
Ｂ
Ｒ
に
対
し
、

①
事
故
時
の
Ｉ
Ｂ
Ｒ
供
給

電
流
の
分
析
②
事
故
時
の

Ｉ
Ｂ
Ｒ
供
給
電
流
の
モ
デ

ル
化
③
保
護
リ
レ
ー
へ
の

影
響
調
査
―
―
に
着
手
し

た
。
ま
ず
、
電
力
系
統
を

模
擬
し
た
ア
ナ
ロ
グ
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
て
、

系
統
事
故
時
に
お
け
る
Ｉ

Ｂ
Ｒ
の
供
給
電
流
を
実
際

に
計
測
。
３
線
地
絡
、
２

線
短
絡
な
ど
の
事
故
の
種

類
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｂ
Ｒ
が
供

給
す
る
電
流
の
特
性
に
違

い
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。そ

の
成
果
を
踏
ま
え
、

収
集
し
た
電
圧
、
電
流
の

試
験
結
果
な
ど
か
ら
保
護

リ
レ
ー
の
影
響
を
評
価
す

る
際
に
広
範
に
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
「
故
障
計
算

用
Ｉ
Ｂ
Ｒ
モ
デ
ル
」
を
開

発
。
モ
デ
ル
は
事
故
時
の

Ｉ
Ｂ
Ｒ
供
給
電
流
の
模
擬

を
可
能
と
し
、
検
出
点
か

ら
事
故
地
点
ま
で
の
距
離

を
検
出
し
動
作
す
る
保
護

リ
レ
ー
（
距
離
リ
レ
ー
）

へ
の
影
響
評
価
を
行
っ

た
。
Ｉ
Ｂ
Ｒ
モ
デ
ル
を
用

い
て
保
護
リ
レ
ー
の
影
響

を
調
査
し
た
結
果
、
送
電

線
３
相
の
う
ち
２
相
が
短

絡
す
る
「
２
線
短
絡
」
で

は
、
短
絡
す
る
相
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｂ
Ｒ

の
供
給
電
流
が
異
な
る
た

め
、
実
際
の
事
故
地
点
を

正
し
く
検
出
で
き
な
い
場

合
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

電
中
研
で
は
こ
れ
ら
の

結
果
を
踏
ま
え
、
再
生
可

能
エ
ネ
の
さ
ら
な
る
導
入

拡
大
に
よ
る
保
護
リ
レ
ー

の
影
響
を
集
約
し
、
電
力

系
統
の
安
定
化
に
貢
献
し

て
い
く
考
え
。

研
究
を
担
当
す
る
電
中

研
グ
リ
ッ
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
研
究
本
部
の
会
田
峻

介
主
任
研
究
員
は
「
今
後

は
複
数
メ
ー
カ
ー
の
Ｉ
Ｂ

Ｒ
で
試
験
を
行
い
、
モ
デ

ル
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
現
用
の
各
種

保
護
リ
レ
ー
方
式
へ
の
影

響
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
」
と
強
調
。
そ
の
上

で
研
究
成
果
を
関
係
各
社

に
提
供
し
、
「
安
定
供
給

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
む
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
の
他
、
火

力
発
電
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
化
に
注
目
が
集
ま

る
。
火
力
発
電
の
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
�
）
対
策
と

し
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
�

回
収
・
利
用
・
貯
留
）
技

術
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
コ
ス
ト
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
に
課
題
が
残

る
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
導
入
を

後
押
し
す
る
た
め
、
電
力

中
央
研
究
所
は
Ｃ
Ｏ
�
回

収
型
次
世
代
石
炭
ガ
ス
化

複
合
発
電
（
ク
ロ
ー
ズ
ド

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
）
の
研
究
で
開

発
し
た
石
炭
ガ
ス
化
技
術

を
活
用
し
、
発
電
と
化
学

品
の
生
産
を
行
う「
Ｃ
Ｏ
�

回
収
型
ポ
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
ポ
リ

ジ
ェ
ネ
）」を
考
案
し
た
。

他
の
電
源
よ
り
多
く
の

Ｃ
Ｏ
�
を
排
出
す
る
石
炭

火
力
は
電
源
構
成
で
約
３

割
を
占
め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
は
Ｃ

Ｏ
�
回
収
な
ど
の
対
策
が

求
め
ら
れ
る
。
電
中
研
で

は
ク
ロ
ー
ズ
ド
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

に
適
用
す
る
よ
う
ガ
ス
化

技
術
を
改
良
し
、
Ｃ
Ｏ
�

や
水
蒸
気
を
効
果
的
に
使

う
こ
と
で
従
来
よ
り
も
発

電
効
率
を
向
上
さ
せ
た
。

ま
た
、
発
生
し
た
ガ
ス
か

ら
不
純
物
を
取
り
除
く

「
ガ
ス
精
製
」
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
損
失
の
少
な
い
乾
式

法
を
提
案
し
、
メ
ー
カ
の

大
型
試
験
炉
に
併
設
し
て

実
施
し
た

時
間
を
超
え

る
連
続
試
験
で
プ
ロ
セ
ス

の
運
用
性
と
性
能
を
検
証

し
た
。こ
れ
ら
に
よ
り
、ほ

ぼ
全
量
の
Ｃ
Ｏ
�
を
回
収

し
て
も
現
在
の
最
新
鋭
石

炭
火
力
と
同
等
以
上
の
送

電
端
効
率
が
実
現
で
き
る

ク
ロ
ー
ズ
ド
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の

要
素
技
術
を
確
立
し
た
。

ポ
リ
ジ
ェ
ネ
の
開
発
で

は
Ｃ
Ｏ
�
回
収
コ
ス
ト
の

低
減
や
環
境
性
能
を
一
層

高
め
る
た
め
、
石
炭
以
外

に
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
燃

料
に
採
用
す
る
。
日
本
で

発
生
す
る
廃
棄
物
の
中
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
重
量
基

準
で
は
全
体
の
約
３
％
程

度
で
あ
る
が
、
発
熱
量
基

準
で
は

％
以
上
あ
り
、

利
用
価
値
が
高
い
。
既
に

一
部
は
化
学
品
製
造
な
ど

に
も
再
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
多
く
は
廃
棄
物
発
電

に
利
用
さ
れ
、
そ
の
効
率

は
平
均
で

％
未
満
に
と

ど
ま
る
。

今
回
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
で
開
発
し
た
ガ
ス

化
・
ガ
ス
精
製
技
術
を
適

用
し
、
石
炭
と
廃
プ
ラ
を

は
じ
め
と
す
る
廃
棄
物
を

ガ
ス
化
し
て
、
生
成
し
た

一
酸
化
炭
素
と
水
素
か
ら

な
る
合
成
ガ
ス
を
使
っ
た

発
電
と
化
学
品
の
併
産
を

可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
を

考
案
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
で
は
合
成
ガ
ス
を
発
電

だ
け
で
な
く
化
学
品
生
産

に
も
用
い
る
た
め
一
部
の

炭
素
が
化
学
品
に
移
行
し

て
、
シ
ス
テ
ム
全
体
と
し

て
Ｃ
Ｏ
�
の
総
排
出
量
が

減
少
し
、
回
収
コ
ス
ト
の

低
減
に
つ
な
が
る
。
加
え

て
、
電
力
需
要
低
下
時
に

も
、
化
学
品
の
生
産
に
合

成
ガ
ス
を
供
給
で
き
る
た

め
、
ガ
ス
化
炉
の
稼
働
率

を
下
げ
ず
に
電
力
需
要
の

増
減
に
対
応
で
き
る
。

今
後
、
電
中
研
で
は
Ｃ

Ｏ
�
回
収
コ
ス
ト
１
㌧
当

た
り
千
円
台
の
シ
ス
テ
ム

の
実
用
化
を
目
指
し
、
石

炭
と
廃
棄
物
の
共
ガ
ス
化

技
術
を
検
証
す
る
。
さ
ら

に
、
Ｃ
Ｏ
�
回
収
コ
ス
ト

低
減
に
適
す
る
化
学
品
や

発
電
手
法
の
選
定
も
進
め

る
と
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
開
発
を
担
う

電
中
研
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

研
究
本
部
の
梅
本
賢
上
席

研
究
員
は
「
石
炭
ガ
ス
化

技
術
は
日
本
が
開
発
し
た

誇
れ
る
技
術
で
あ
る
。
こ

の
技
術
を
活
用
し
て
、
海

洋
ご
み
な
ど
で
問
題
に
な

っ
て
い
る
廃
プ
ラ
の
効
果

的
な
利
用
や
炭
素
循
環
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」と
考
え
て
い
る
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ

Ｄ
Ｏ
）
の
委
託
事
業
「
カ

ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・
次

世
代
火
力
発
電
等
技
術
開

発
／
次
世
代
火
力
発
電
基

盤
技
術
開
発
／
Ｃ
Ｏ
�
分

離
・
回
収
型
ポ
リ
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
技

術
開
発
／
多
様
な
燃
料
を

利
用
す
る
Ｃ
Ｏ
�
回
収
型

ポ
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
基
盤
技
術
開

発
」
と
し
て
研
究
開
発
を

進
め
て
い
る
。

出
力
変
動
リ
ス
ク
を
定
量
的
に

上席研究員

野原 大輔氏

主任研究員

堀尾 健太氏

上席研究員

梅本 賢氏

主
任
研
究
員

会
田

峻
介
氏

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
は
出
力
の
上
振
れ
・
下
振
れ

リ
ス
ク
の
把
握
が
可
能
だ

電
力
系
統
を
模
擬
し
た
設
備
を
使
い
、
実
際
に

Ｉ
Ｂ
Ｒ
の
供
給
電
流
を
計
測
し
た

太陽光出力を確率予測太陽光出力を確率予測
ネットゼロのシナリオ分析ネットゼロのシナリオ分析

再エネ拡大、系統保護への影響評価再エネ拡大、系統保護への影響評価ＣＯ 回収、電気と化学品生産ＣＯ�回収、電気と化学品生産

多
様
な
姿
示
し
議
論
に
提
供

イ
ン
バ
ー
タ
ー
電
源
、モ
デ
ル
化

石
炭
ガ
ス
化
技
術
幅
広
く
活
用


